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窓を通して日本・西洋の建築史をひもとく書籍を刊行
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内容：
　だれもが日常的に接している「窓」は、建物内部に採
光や換気を促すために生まれたものである。しかし、照
明、空調、材料、構造といった技術の発展とともにその
役割は多様化し、建築のデザインや思想にも反映されて
きた。乗り物など他分野で開発・採用された窓の技術を
応用した建築の例も見受けられる。
　本書では、窓の変遷を軸に、日本と西洋の建築・技術・
美術の歴史の見取り図を横断的に描き、それらの結束点
である窓のパラダイム・シフトをとらえなおす。

■「窓学」とは
　YKK AP は「窓は文明であり、文化である」という思想のもと、窓に特化した独自の調査・研究「窓学」
に取り組んでいます。2007 年からスタートしたこの活動をさらに推進する目的で、2013 年には「窓研究所」
を設立。窓文化創造に向けて、窓の専門知識を収集・保存し、その魅力や新しい可能性を社会へと発信・
提言しています。
※ YKK AP 窓研究所ホームページ
http://www.ykkap.co.jp/madoken/
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　「水
平
連
続
窓
」
は
近
代
建
築
の
な
か
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
グ
ロ
ピ
ウ
ス
に
よ
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
校
舎

（
一
九
二
六
）
の
北
側
立
面
に
並
ぶ
窓
は
ま
さ
し
く
「
水
平
連
続
窓
」
と
呼
び
う
る
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
南
側
立
面
は

全
面
ガ
ラ
ス
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
で
あ
り
、「
水
平
連
続
窓
」
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
近
代
的
な
表
情
を
提
示
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
（
一
八
八
六

－

一
九
六
九
）
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ホ
ー
フ
・
ジ
ー

ド
ル
ン
ク
の
集
合
住
宅
（
一
九
二
七
）
は
、
住
戸
に
備
え
ら
れ
た
水
平
窓
が
階
段
室
の
垂
直
に
並
ぶ
窓
と
相
ま
っ
て
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
立
面
を
表
現
し
て
い
る
（
10
頁
）。
も
ち
ろ
ん
、住
宅
建
築
の
ほ
か
に
も
「
水
平
連
続
窓
」
は
採
用
さ
れ
て
お
り
、エ
ー
リ
ッ

ヒ
・
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
（
一
八
八
七

－

一
九
五
三
）
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ケ
ン
百
貨
店
（
一
九
二
八
）
は
、水
平
連
続
窓
が
カ
ー
ブ
す
る
フ
ァ

サ
ー
ド
の
全
面
に
取
ら
れ
て
お
り
、
角
地
に
建
つ
こ
の
建
築
を
ひ
と
き
わ
目
立
た
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館（
M
o
M
A
）で
開
催
さ
れ
た「
近
代
建
築
展
」（
一
九
三
一
）
は
、以
上
で
触
れ
た
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
近
代
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
を
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
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し
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パ
ッ
ケ
ー
ジ
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し
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ア
メ
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々
的
に

紹
介
す
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な
展
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で
あ
っ
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。
そ
し
て
、こ
の
展
覧
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
建
築
の
か
な
り
多
く
に「
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平
連
続
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が
用
い
ら
れ
て
い
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。
展
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会
の
企
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で
あ
る
フ
ィ
リ
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プ
・
ジ
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ン
ソ
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一
九
〇
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－

二
〇
〇
五
）
ら
は
こ
の
よ
う
に
述
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べ
て
い
る
。「
一
様
な
パ
タ
ー
ン
に
配
さ
れ
た
同
一
寸
法
の
窓
の
列
、
つ
ま
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
階
段
室
の
窓
で
の
み
破
ら
れ
る
、

ガ
ラ
ス
の
リ
ボ
ン
（
引
用
者
注
：
水
平
連
続
窓
は
解
か
れ
た
リ
ボ
ン
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
し
ば
し
ば
「
リ
ボ
ン
窓
」
と
も
呼
ば
れ
た
）
と

ス
タ
ッ
コ
の
リ
ボ
ン
が
交
互
に
入
れ
替
わ
る
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
般
的
で
あ
り
、
単
な
る
目
新
し
さ
の
興
味

は
失
わ
れ
て
い
る6

」 

。
一
九
二
〇
年
代
に
生
ま
れ
た
水
平
連
続
窓
は
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
は
も
は
や
「
目
新
し
さ
」
を
感

じ
な
い
ほ
ど
、
近
代
の
建
築
家
た
ち
に
重
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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